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『まつまえ』の題字は金子�亭先生の揮毫
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�広報まつまえ 平成１９年１１月号
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○
松
前
町
議
会

　

議　

長　

斉
藤　
　

勝

�
�
�
�
��

○
松
前
さ
く
ら
漁
業
協
同
組
合

　

組
合
長　

佐
藤　

正
美

�
��
�
�

○
松
前
町
議
会

　

副
議
長　

西
川　

敏
郎

○
松
前
町
議
会
議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
長　

伊
藤　

幸
司

○
松
前
町
教
育
委
員
会

　

委
員
長　

�
山　

幸
輝

○
松
前
町
民
生
委
員
協
議
会

　

会　

長　

長
瀬　

弘
雄

○
松
前
町
町
内
会
連
合
会

　

会　

長　

泊　

義
光

○
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
松
前

　

事
務
局
長　

船
木　

恵
津
子

○
松
前
観
光
協
会

　

会　

長　

疋
田　

清
美

○
松
前
商
工
会

　

会　

長　

工
藤　

國
洋

○
松
前
水
産
加
工
協
同
組
合
理
事
長
・
松

前
町
水
産
加
工
振
興
協
議
会

　

会　

長　

五
十
嵐　

幸
一
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松
前
町
の
現
総
合
計
画
は
本
年
度
が
最
終
年
度
で
あ
る

こ
と
か
ら
新
た
な
総
合
計
画
（
平
成　

年
度
か
ら　

年
度

２０

２９

ま
で　

カ
年
）
を
策
定
す
る
た
め
に
、
７
月
に
各
地
域
で

１０

総
合
計
画
地
区
別
懇
談
会
や
産
業
団
体
懇
談
会
を
行
い
、

８
月
に
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
、
町
民
の

皆
様
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
を
加
味
し
た
原

案
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
度
、
こ
の
原
案
を
松
前
町
総

合
計
画
審
議
会
に 
諮  
問 
（
有
識
者
ま
た
は
一
定
機
関
に
意

し 
も
ん

見
を
求
め
る
こ
と
）
し
ま
し
た
。

　
　

月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
審
議
会
で
は
、
各
委

１０
員
へ
の
委
嘱
状
の
交
付
の
後
、
会
長
と
副
会
長
の
互
選
に

引
き
続
い
て
計
画
内
容
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
審
議
会
で
慎
重
審
議
さ
れ
た
総
合
計

画
に
つ
い
て
は　

月
中
に
答
申
（
諮
問
を
受
け
た
事
項
に
つ
い
て
町
に
意
見
を
述
べ
る
こ

１１

と
）
さ
れ
、　

月
に
開
催
さ
れ
る
町
議
会
に
議
案
と
し
て
提
出
す
る
予
定
に
な
っ
て
お
り

１２

ま
す
。

　

■
松
前
町
総
合
計
画
審
議
会
委
員（
敬
称
略
）
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� 広報まつまえ 平成１９年１１月号

　協働とは、・・・　住民と行政が相互に自立した立場で、協力して目標達成のため力
を尽くすことです。
　今、地方自治体を取り巻く環境は、地方の自立、地方分権の中にあってまちづくりに
住民参加が強く求められております。
　自らのまち（地域）は、みんなで協働して知恵や力を出し合いながら、住みよい町に
創り育てていくことが大切です。
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�広報まつまえ 平成１９年１１月号
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予算額に対す
る収入済額の
割 合

収 入 済 額予 算 額科 目

４１.８２５３,９１３６０７,６９０町 税

２９.３２１,４１０７３,０００地 方 譲 与 税

２７.６１,５２４５,５３１利子割交付金

７７.９１,０３８１,３３２配当割交付金

１,０５８株式等譲渡所得割交付金

５５.１５７,３３６１０４,０００地方消費税交付金

３７.８８,６９１２３,０００自動車取得税交付金

１００.０３,９９５３,９９５地方特例交付金

６９.３１,８５６,３１０２,６７８,０５９地 方 交 付 税

５２.６３６８７００交通安全対策特別交付金

４５.７１６,１６４３５,３７３分担金及び負担金

５１.３６７,８８１１３２,２２６使用料及び手数料

６.１１３,８５２２２８,０４１国 庫 支 出 金

２５.０６３,６３４２５４,３４５道 支 出 金

３９.４８,５３４２１,６７８財 産 収 入

７,２８７.５５８３８寄 附 金

９０.９１３０,０００１４３,０５０繰 入 金

１００.０３２,３４１３２,３４１繰 越 金

３４.５４９,３６３１４３,１０３諸 収 入

３８４,１１１町 債

５３.１２,５８６,９３７４,８７２,６４１収 入 合 計

������ （単位　千円，％）

予算額に対す
る支出済額の
割 合

支 出 済 額予 算 額科 目

５０.１２８,８６５５７,６１０議 会 費

３５.０５７,６９６１６４,９２０総 務 費

１６.８１３６,８９０８１２,９４５民 生 費

６３.４２７４,５１０４３２,８２２衛 生 費

２４.９４４１７７労 働 費

５４.８５９,６５１１０８,７９３農林水産業費

３５.６５５,１３１１５４,８９１商 工 費

１２.５３０,２３１２４２,４０１土 木 費

５６.４２０９,７６１３７１,７６２消 防 費

４１.２１３６,５７７３３１,１００教 育 費

１.４５３５５災 害 復 旧 費

２７.１２４５,９６９９０８,４５５公 債 費

５２.２６７０,５４３１,２８５,４１０職 員 給 与 費

１,０００予 備 費

３９.１１,９０５,８７３４,８７２,６４１支 出 合 計

������ （単位　千円，％）

����������	�
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	��
※いずれも平成１９年９月３０日現在

差 引 現 在 高
 （Ａ）＋（Ｂ）－（Ｃ）

償還額（Ｃ）借入額（Ｂ）
平成１８年度末現在高

（Ａ）

６,７１８,０９２１９０,１２２６,９０８,２１４

�������	
��９月３０日現在高 （単位　千円）

�� � ����

１世帯当
たりの額

（円）

総人口に対する
１人当たりの額

（円）

左の１人�
当たりの額

（円）

納 税
義 務 者
（人・社）

予 算 額
（現年分）

（千円）
税 目

６０,７９７
６,４０９

２７,７２３
２,９２２

７６,０３８
１９５,４６７

３,６５８
１５０

２７８,１４６
２９,３２０

町 民 税
　 個 人
　 法 人

４２,６４３１９,４４５４３,６２５４,４７２１９５,０９３純固定資産税

２,４６９１,１２６５,７１１１,９７８１１,２９６軽自動車税

１５,５３５７,０８４１７,７６８,２５０４７１,０７３町たばこ税

１鉱 産 税

１,２１３５５３２,７７５,０００２５,５５０入 湯 税

１２９,０６６５８,８５４－－５９０,４７９合 計

�������	



広報まつまえ 平成１９年１１月号�

予算額に対す
る収入済額の
割 合

収 入 済 額予 算 額科 目

３１.４１１６,６０８３７０,７８１国民健康保険税

２５.４１６９,０２２６６６,３３８国 庫 支 出 金

３１.２５３,３４２１７０,７５８療養給付費交付金

５.１５,０００９７,９３６道 支 出 金

４９.５１１２,７０５２２７,８３１共同事業交付金

１寄 附 金

１６０,９６２繰 入 金

繰 越 金

１０７.４２,２４５２,０９１諸 収 入

２７.０４５８,９２２１,６９６,６９８収 入 合 計

������ （単位　千円，％）

予算額に対す
る支出済額の
割 合

支 出 済 額予 算 額科 目

９.９１,９５８１９,８４５総 務 費

４４.７４５３,０８１１,０１３,８３５保 険 給 付 費

４１.７１０９,３６６２６２,４５７老人保健拠出金

４１.７３０,９２９７４,２１７介 護 納 付 金

４１.７９７,１８８２３３,２５１共同事業拠出金

３０.５５７８１,８９４保 健 事 業 費

２,０８７公 債 費

１.３２２８１７,７０７諸 支 出 金

２,３１５予 備 費

１００.０６９,０８９６９,０９０繰 上 充 用 金

４４.９７６２,４１７１,６９６,６９８支 出 合 計

������ （単位　千円，％）
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�������	
 ９月３０日現在高　　借入現在高なし。
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予算額に対す
る収入済額の
割 合

収 入 済 額予 算 額科 目

３８.２３０５,６４８８００,４４０支払基金交付金

４９.４２５６,７９１５１９,９４５国 庫 支 出 金

５６.２７３,０１４１２９,９８６道 支 出 金

１２９,９８７繰 入 金

１００.０１８,４８７１８,４８７繰 越 金

５,６５０.０５６５１０諸 収 入

４０.９６５４,５０５１,５９８,８５５収 入 合 計

������ （単位　千円，％）

予算額に対す
る支出済額の
割 合

支 出 済 額予 算 額科 目

３９.３６２１,８１６１,５８０,３６３医 療 諸 費

２９.２５,４００１８,４８９諸 支 出 金

３予 備 費

３９.２６２７,２１６１,５９８,８５５支 出 合 計

������ （単位　千円，％）
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９月３０日現在高　　３７４,８００千円
運　用　利　率　　０.２５％
運　用　期　間　　平成１９年４月２日～平成２０年３月２８日

�������	


９月３０日現在高　　借入現在高なし。



�広報まつまえ 平成１９年１１月号

�������	
 ９月３０日現在高　　借入現在高なし。
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予算額に対す
る収入及び支
出済額の割合

収 入 及 び
支 出 済 額

予 算 額科 目

５０.６９９,７８０１９７,３０９収 益 的 収 入

２６.４５０,１０４１８９,７５９収 益 的 支 出

－４９,６７６７,５５０差 引 合 計

８.６１,２６９１４,８３３資 本 的 収 入

２０.３２８,７９１１４１,７９７資 本 的 支 出

－△ ２７,５２２△ １２６,９６４差 引 合 計

�������	
� （単位　千円，％）

�������	
 ９月３０日現在高　　借入現在高なし。

差 引 現 在 高
 （Ａ）＋（Ｂ）－（Ｃ）

償還額（Ｃ）借入額（Ｂ）
平成１８年度末現在高

（Ａ）

３２８,５９２１３,０２３３４１,６１５

�������	
��９月３０日現在高 （単位　千円）

����������������������������������������������������������������������										
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�����������������������������������������������������������������������������	
��
�������

予算額に対す
る収入及び支
出済額の割合

収 入 及 び
支 出 済 額

予 算 額科 目

４０.４５２６,２７１１,３０３,２８５収 益 的 収 入

４４.９６０２,０５０１,３４０,５８３収 益 的 支 出

－△ ７５,７７９△ ３７,２９８差 引 合 計

２５,４０４資 本 的 収 入

４８.１１２,２３２２５,４０４資 本 的 支 出

－△ １２,２３２０差 引 合 計

�������	
� （単位　千円，％）

予算額に対す
る収入済額の
割 合

収 入 済 額予 算 額科 目

４６.５４３,２６９９３,０８８保 険 料

２６.８１５５６使用料及び手数料

６０.５９９,９８６１６５,２２７国 庫 支 出 金

４５.０９３,５０３２０７,８２４支払基金交付金

４９.３５１,６３４１０４,７９０道 支 出 金

８３財 産 収 入

１３５,９７７繰 入 金

１００.０４４,０８７４４,０８８繰 越 金

１２.４１２９７諸 収 入

４４.３３３２,５０６７５１,２３０収 入 合 計

�������	
��
 （単位　千円，％）

予算額に対す
る支出済額の
割 合

支 出 済 額予 算 額科 目

３１.３５,４２１１７,３３４総 務 費

４２.８２８３,０５０６６１,９３７保 険 給 付 費

６３５財 政 安 定 化
基 金 拠 出 金

３９.５９,７２０２４,５８８地域支援事業費

２５,７７０基 金 積 立 金

１７１公 債 費

３３.５５,８６５１７,４８５諸 支 出 金

３,３１０予 備 費

４０.５３０４,０５６７５１,２３０支 出 合 計

�������	
��
 （単位　千円，％）

予算額に対す
る支出済額の
割 合

支 出 済 額予 算 額科 目

４４.６４,２４２９,５１０総 務 費

５,１６２諸 支 出 金

２８.９４,２４２１４,６７２支 出 合 計

�������	
��
�� （単位　千円，％）予算額に対す
る収入済額の
割 合

収 入 済 額予 算 額科 目

２９.６１,４５７４,９２８サービス収入

９,０２５繰 入 金

９９.９７１８７１９繰 越 金

１４.８２,１７５１４,６７２収 入 合 計

�������	
��
�� （単位　千円，％）

�������	
�
９月３０日現在高　　１００,３００千円
運　用　利　率　　０.２５％
運　用　期　間　　平成１９年４月２日～平成２０年３月２８日

�������	

９月３０日現在高　　５５０,０００千円
利　　　　　率　　０.２５～０.９８%
借　入　期　間　　平成１９年６月４日～平成１９年１１月３０日
　　　　　　　　　平成１９年６月４日～平成１９年１０月３１日
　　　　　　　　　平成１９年７月１１日～平成１９年１０月３１日

差 引 現 在 高
 （Ａ）＋（Ｂ）－（Ｃ）

償還額（Ｃ）借入額（Ｂ）
平成１８年度末現在高

（Ａ）

２０２,８１３５,６０９２０８,４２２

�������	
��９月３０日現在高 （単位　千円）



広報まつまえ 平成１９年１１月号�

　

波
響
は
家
祖
を

武
田 
信
廣 
と
す
る

の
ぶ
ひ
ろ

松
前 
宗  
家 
第　

世

そ
う 
け

１２

第
８
代
藩
主 
資
廣 

す
け
ひ
ろ

の
５
男
で
名
は
廣
年
と
い
い
、
明

和
元
年
（
１
７
６
４
）
に
城
内
で

生
ま
れ
ま
し
た
が
、
翌
明
和
２
年

に
家
臣
の
蠣
崎
元
右
衛
門
廣
武
の

養
子
と
な
り
、
後
に
将
監
と
号
し

ま
し
た
。
幼
時
か
ら
画
を
好
み
、

八
歳
の
時
に
は
城
内
の
馬
場
で
馬

術
の
練
習
を
見
て
、
即
座
に
そ
の

状
況
を
描
い
て
、
見
る
も
の
を
感

嘆
さ
せ
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
廣
年
の
叔
父
の
『 
福
山  
秘 

ふ
く
や
ま 
ひ

 
府 
』
を
著
し
た
松
前 
廣
長 
は
、
心

ふ 

ひ
ろ
な
が

を
つ
く
し
て
廣
年
を
教
育
し
た
と

云
わ
れ
、
廣
年
を
江
戸
藩
邸
に
遣

わ
し
ま
し
た
。

　

江
戸
に
て
、
廣
年
は　

歳
ま
で

１１

弘
前
藩
士 
建
部
凌
岱 
に
師
事
し 
沈 

た
け
べ
り
ょ
う
た
い 

し
ん

 
南
蘋 
の
画
風
を
学
び
、
凌
岱
が 
歿 

な
ん
び
ん 

ぼ
っ

し
た
の
で
、
次
い
で 
宋  
紫  
石 
に
学

そ
う 
し 
せ
き

び
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
沈
南
蘋
の

直
接
指
導
を
受
け
た 
熊
代
繍
江 
の

く
ま
し
ろ
し
ゅ
う
こ
う

も
と
で
学
ん
で
い
た
そ
の
画
風
を

江
戸
に
持
ち
帰
っ
て
い
た
の
で
し

た
。
沈
南
蘋
と
は
、享
保　

年（
１

１６

７
３
１
）
に
長
崎
に
来
て
、
３
年

ほ
ど
滞
在
し
た
と
さ
れ
る
中
国
の

著
名
な
画
家
で
、
細
部
に
わ
た
る

克
明
な
写
実
と
濃
厚
な
着
彩
が
特

徴
で
す
。

　

廣
年
は　

歳
の
頃
に
は
松
前
に

２０

帰
郷
し
た
と
さ
れ
、天
明
３
年（
１

７
８
３
）
に
大
原 
呑
響 
が
松
前
に

ど
ん
き
ょ
う

来
遊
し
、
廣
年
の
家
に
１
年
程
滞

在
し
ま
し
た
。
歳
が
近
く
と
も
に

画
道
を
志
し
て
い
た
呑
響
に
深
く

敬
慕
し
、
こ
の
頃
か
ら
「
波
響
」

と
号
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
６
年
後
に
道
東
地
方

で
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
松
前
藩
は
、
蝦
夷
地
で

の
ア
イ
ヌ
と
和
人
の
接
触
に
つ
い

て
は
、
交
易
の
権
利
を
得
た
場
所

請
負
人
（
商
人
）
に
限
り
行
な
わ

せ
て
い
ま
し
た
。
ク
ナ
シ
リ
（
国

後
島
）・
メ
ナ
シ
（
標
津
方
面
）
地

方
は
飛
騨
屋
久
兵
衛
と
い
う
商
人

が
船
を
出
し
、
ア
イ
ヌ
と
の
交
易

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
交
易
だ

け
で
は
な
く
、
現
地
の
ア
イ
ヌ
を

使
っ
て
鮭
を
獲
り
、
そ
の
加
工
品

の
製
造
も
行
な
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

飛
騨
屋
の
支
配
人
や
番
人
ら
は
、

手
当
て
の
薄
い
ア
イ
ヌ
を
暴
力
や

脅
迫
に
よ
っ
て
強
制
的
に
労
働
さ

せ
て
い
た
の
で
し
た
。

　

寛
政
元
年
（
１
７
８
９
）
４
月

中
、
メ
ナ
シ
か
ら
来
た
飛
騨
屋
支

配
人 
勘  
兵  
衛 
か
ら
「 
暇
乞 
の
酒
」

か
ん 
べ 

え 

い
と
ま
ご
い

と
い
わ
れ
て
、
差
し
出
さ
れ
た
酒

を
飲
ん
だ
ク
ナ
シ
リ
の
総 
乙  
名 

お
と 

な

（
ア
イ
ヌ
の 
長 
を
と
り
ま
と
め
る

お
さ

長
）
の
サ
ン
キ
チ
が
死
に
、
次
に

運
上
屋
（
支
配
人
や
番
人
の
い
る

建
物
）
の
飯
を
食
べ
て
、
乙
名
マ

メ
キ
リ
の
妻
が
死
に
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
支
配
人
ら
か
ら
の
貰
い

物
で
不
審
な
死
に
方
を
し
た
の
で
、

彼
ら
に
普
段
か
ら
毒
殺
す
る
と
脅

さ
れ
て
い
た
ア
イ
ヌ
は
、
本
当
に

毒
殺
さ
れ
た
に
違
い
な
い
と
思
い

ま
し
た
。
同
年
５
月
ク
ナ
シ
リ
島

の
ア
イ
ヌ
が
、
飛
騨
屋
の
支
配
人

な
ど　

人
を
殺
害
し
、
数
日
後
に

２２

は
対
岸
の
メ
ナ
シ
地
方
で
も　

人
４９

が
殺
害
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ベ
ツ
あ
た
り
を
見
廻
り
に
行

っ
た
飛
騨
屋
の
使
用
人
助
右
衛
門

は
、
事
件
直
後
の
死
体
の
放
置
さ

れ
て
い
る
状
況
を
見
て
、
直
ち
に

松
前
に
戻
り
、
城
下
に
事
件
が
伝

え
ら
れ
た
の
が
６
月
１
日
で
し
た
。

藩
は
鎮
圧
と
取
調
べ
の
た
め
、
隊

長
を 
新  
井  
田  
孫  
三
郎 
と
し
た
総
勢

に 

い 

だ 
ま
ご 
さ
ぶ
ろ
う

　

人
余
り
の
鎮
圧
隊
を
仕
立
て
、

２６０７
月
８
日
に
ノ
ッ
カ
マ
ッ
プ
（
現

根
室
市
内
）
に
到
着
し
ま
し
た
。

乙
名
ア
イ
ヌ
に
命
じ
、
騒
動
に
関

係
し
た
ア
イ
ヌ
（
メ
ナ
シ　

人
、

１８３

ク
ナ
シ
リ　

人
）
が
ノ
ッ
カ
マ
ッ

１３１

プ
に
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

取
調
べ
は
、
各
乙
名
イ
コ
ト
イ
、

シ
ョ
ン
コ
、
ツ
キ
ノ
エ
に
申
し
付

け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
ク
ナ
シ

リ
か
ら　

人
、
メ
ナ
シ
か
ら　

人

４１

８９

の
計　

人
で 
蜂  
起 
し
た
こ
と
が
判

ほ
う 
き

１３０

明
し
、
直
接
殺
害
を
行
な
っ
た　
３７

名
が
入
牢
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
中
に
は
、
運
上
屋
の
酒
で
死
ん

だ
乙
名
サ
ン
キ
チ
の
子
ホ
ニ
シ
ア

イ
ヌ
や
、
飯
で
妻
が
死
ん
だ
マ
メ

キ
リ
、
さ
ら
に
乙
名
ツ
キ
ノ
エ
の

子
セ
ツ
ハ
ヤ
フ
も
い
ま
し
た
。

　

死
罪
の
申
し
渡
し
は
「
張
本
之

蝦
夷
八
人
」
に
対
し
て
の
み
行
な

わ
れ
る
は
ず
で
し
た
。
マ
メ
キ
リ

か
ら
順
に
１
人
ず
つ
牢
か
ら
出
し

申
渡
書
に
爪
印
を
押
さ
せ
て
斬
首

を
行
な
い
ま
し
た
。
５
人
目
の
斬

首
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
牢
内

の
大
勢
が
呪
い
の
叫
び
を
あ
げ
、

牢
を
壊
し
逃
げ
出
し
そ
う
に
な
っ

た
の
で
、
鉄
砲
や
槍
で
牢
内
の
全

員
を
殺
し
、
全
て
の
首
を
洗
っ
て

箱
に
塩
詰
め
に
し
た
の
で
し
た
。

　

鎮
圧
隊
は
塩
詰
め
の
首
と
と
も

に
、　

人
の
ア
イ
ヌ
を
連
れ
、
９

３９

月
５
日
に
城
下
に
到
着
し
ま
し
た
。

一
行
は
隊
を
整
え
て
城
下
を
行
列

し
、
ア
イ
ヌ
を 
鎮  
撫 
（
乱
を
し
ず

ち
ん 
ぶ

め
治
め
る
）
さ
せ
た
こ
と
を
城
下

（
商
人
）
に
知
ら
し
め
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
イ
ヌ
の
主
だ
っ
た
も
の

が
藩
主
に 
謁 
し
（
御
目
見
）、
こ
れ

え
っ

ら
藩
に
と
っ
て
功
労
の
あ
っ
た　
１２

人
の
ア
イ
ヌ
を
選
び
、
描
い
た
の

が
『
夷
酋
列
像
』
な
の
で
す
。

　
『
夷
』
と
は
「
え
び
す
」
の
意
味

で
東
方
の
異
民
族
、
未
開
地
、
外

国
人
に
対
す
る
さ
げ
す
み
の
称
と

し
て
使
わ
れ
、『
酋
』
も
未
開
人
の

首
領
の
意
味
で
す
。
廣
年
は
命
に

よ
り
こ
の　

名
の
肖
像
を
描
き
、

１２

叔
父
の
廣
長
が
そ
の
伝
を
綴
っ
た

『
夷
酋
列
像
附
録
』
を
著
し
ま
し

た
。

　

次
回
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
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こ
の
た
び
、清
水
弘
平
さ
ん（
字

原
口
）、福
原
玲
子
さ
ん（
字
豊
岡
）、

川
村
ツ
ル
ヱ
さ
ん
（
字
白
神
）
が

北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
水
さ
ん
は
、
昭
和　

年
か
ら

６３

平
成　

年
ま
で
の　

年
間
、
福
原

１９

１９

さ
ん
は
平
成
２
年
か
ら
平
成　

年
１９

ま
で
の　

年
間
、
川
村
さ
ん
は
平

１７

成
元
年
か
ら
平
成　

年
ま
で
の　

１９

１８

年
間
民
生
委
員
と
し
て
、
と
も
に

永
年
に
わ
た
り
民
間
社
会
福
祉
活

動
の
増
進
と
地
域
の
福
祉
向
上
に

貢
献
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。
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９
月　

日
、西
村
ト
セ
さ
ん（
字

２７

福
山
）
が
、
函
館
市
民
会
館
で
開

催
さ
れ
た
第　

回
赤
十
字
北
海
道

２８

大
会
（
日
本
赤
十
字
社
北
海
道
支

部
創
設　

周
年
）
に
お
い
て
、
名

１２０

誉
副
総
裁
高
円
宮
妃
殿
下
御
臨
席

の
も
と
、
日
本
赤
十
字
社
北
海
道

支
部
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

西
村
さ
ん
は
、
永
年
に
わ
た
り

赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
と
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
進
展
に
尽
力

さ
れ
赤
十
字
事
業
の
推
進
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。
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９
月　

日
、
千
歳
市
で
行
わ
れ

２３

た
北
海
道
知
事
杯
第　

回
道
新

１０

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
全
道
大
会
に
お
い

て
、
丸
山
忠
一
さ
ん
（
字
豊
岡
）

が
２
位
に
な
り
ま
し
た
。

　

丸
山
さ
ん
は
、
全
道
大
会
に
は
、

第
４
回
目
か
ら
出
場
し
て
以
来
７

回
目
の
出
場
で
松
前
予
選
会
と
函

館
で
行
わ
れ
た
道
南
予
選
会
を
上

位
成
績
で
通
過
し
て
出
場
し
、
大

会
に
参
加
し
た
道
内　

地
区
、　

３１

３８６

人
中
、
惜
し
く
も
ト
ッ
プ
と
２
打

差
で
２
位
と
い
う
成
績
で
し
た
が
、

「
昨
年
の
大
会
優
勝
者
よ
り
も
い

い
成
績
を
出
せ
た
の
に
残
念
で
す
。

道
南
地
区
は
レ
ベ
ル
が
高
い
の
で

来
年
も
全
道
大
会
に
出
場
で
き
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。」と
語
っ

て
い
ま
し
た
。
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９
月　

日
、
町
民
体
育
館
で
第

１７

　

回
松
前
町
危
険
物
安
全
協
会
長

１６杯
防
火
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
防
火
意
識
の
高

揚
と
参
加
者
の
健
康
の
増
進
を
図

ろ
う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
今
年
は
４
チ
ー
ム　

名
が
参

２３

加
し
ま
し
た
。

　

当
日
参
加
し
た
選
手
た
ち
は
、

一
打
一
打
に
気
持
ち
を
乗
せ
て
ス

テ
ィ
ッ
ク
を
振
っ
て
い
ま
し
た
。

【
大
会
成
績
】

優　

勝　

松
城
Ａ
チ
ー
ム

（
竹
田
悦
夫
、
野
坂
悦
夫
、
野
坂

ヒ
デ
、
小
松
義
雄
、
井
川
国
重
）

準
優
勝　

荒
谷
チ
ー
ム

３　

位　

豊
岡
チ
ー
ム

４　

位　

松
城
Ｂ
チ
ー
ム
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清清 水 弘 平水 弘 平 ささんん

川川 村 ツ村 ツルヱルヱ ささんん 福福 原 玲 子原 玲 子 ささんん



広報まつまえ 平成１９年１１月号�

　
　

月　

日
、
原
口
体
育
文
化
振

１０

１３

興
会
（
会
長　

可
香
昭
和
）
と
原

口
町
内
会
（
会
長　

斉
藤
廣
治
）

の
共
催
で
原
口
カ
ケ
コ
シ
山
登
山

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
住
民
の
健
康
増

進
と
ふ
れ
あ
い
の
場
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、
ま
た
、
紅
葉
が
始
ま

り
秋
の
風
情
を
楽
し
め
る
こ
の
時

期
に
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
寒
い
秋
風
が
吹
く
中
、

原
口
町
内
外
の
子
供
や
大
人　

名
６１

が
参
加
し
ま
し
た
。
山
頂
に
あ
る

山
の
家
を
目
指
し
て
一
生
懸
命
登

山
を
し
、
頂
上
で
秋
の
風
景
を
楽

し
ん
だ
後
、
下
山
を
し
て
原
口
小

学
校
前
で
焼
き
肉
な
ど
の
昼
食
会

や
お
楽
し
み
会
を
行
い
、
秋
の
一

日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

��
��
��
��
��
��
��
		



��
��



��

　
　

月　

日
、
松
前
消
防
署
で
松

１０

１７

前
町
防
火
管
理
協
会
・
松
前
町
危

険
物
安
全
協
会
・
松
前
消
防
署
主

催
に
よ
る
防
火
作
品
展
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
展
は
、
秋
の
火
災
予

防
運
動
の
一
環
と
し
て
、
子
ど
も

た
ち
に
防
火
の
意
識
を
高
め
て
も

ら
お
う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
第　

回
目
に
な
る
今
年
の

１９

作
品
展
に
は
、
小
中
学
校
合
わ
せ

て
絵
画　

点
、
書
道　

点
の
応
募

８６

１６１

が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
、
絵
画
、

書
道
と
も
に　

名
が
受
賞
さ
れ
ま

１２

し
た
。

○
絵
画
の
部

▽
最
優
秀
賞

　

小
幡
谷
幸
奈
（
大
島
中
２
年
）

　

小
倉　

拓
真
（
松
城
小
６
年
）

▽
優
秀
賞

　

木
村　
　

唯
（
大
島
中
２
年
）

　

斉
藤
は
つ
め
（
大
島
中
２
年
）

　

高
橋
な
つ
み
（
白
神
小
３
年
）

　

川
村　

健
太
（
松
城
小
６
年
）

▽
佳
作

　

濱
村　

未
央
（
大
島
中
２
年
）

　

福
井
み
の
り
（
大
島
中
１
年
）

　

鈴
木　

愛
華
（
大
島
中
３
年
）

　

小
鹿　

里
奈
（
松
前
小
５
年
）

　

川
原
美
紗
希
（
大
島
小
５
年
）

　

小
野
寺
明
日
香
（
館
浜
小
６
年
）

○
書
道
の
部

▽
最
優
秀
賞

　

小
野
寺
亜
実
（
松
前
中
２
年
）

　

鍋
谷　

双
葉
（
松
前
小
５
年
）

▽
優
秀
賞

　

三
上　

舞
華
（
松
前
中
１
年
）

　

松
谷
美
津
子
（
松
前
中
３
年
）

　

吉
田　

竣
稀
（
松
城
小
４
年
）

　

佐
藤　
　

萌
（
大
島
小
３
年
）

▽
佳
作

　

堀　
　

航
平
（
松
前
中
１
年
）

　

室
田　

麻
美
（
松
前
中
２
年
）

　

松
谷　
　

優
（
松
前
中
３
年
）

　

佐
藤　

晃
徳
（
館
浜
小
４
年
）

　

阿
部　

知
代
（
松
城
小
４
年
）

　

石
山　

緩
奈
（
大
島
小
６
年
）
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中学生絵画の部 最優秀賞中学生絵画の部　最優秀賞
小幡谷幸奈さん小幡谷幸奈さん

小学生絵画の部 最優秀賞小学生絵画の部　最優秀賞
小倉拓真くん小倉拓真くん

中学生書道の部 最優秀賞中学生書道の部　最優秀賞
小野寺亜実さん小野寺亜実さん

小学生書道の部 最優秀賞小学生書道の部　最優秀賞
鍋谷双葉さん鍋谷双葉さん



��広報まつまえ 平成１９年１１月号

　

９
月　

日
、
松
前
藩
屋
敷
に
お

２３

い
て
「
第
２
回
秋
の
藩
屋
敷
ま
つ

り
」
が
松
前
観
光
協
会
の
主
催
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
松
前
生
ま
れ
の
和
牛

を
使
用
し
た
食
べ
物
や
ア
ワ
ビ
、

ウ
ニ
な
ど
の
地
元
海
産
物
の
販
売

す
る
屋
台
の
外
、
豪
華
景
品
が
当

た
る
「
弓
矢
的
撃
ち
」
な
ど
の
催

し
物
が
あ
り
、
当
日
、
町
内
外
か

ら
訪
れ
た
約　

人
の
方
々
は 
各
 々

お
の
お
の

４５０

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
　

月
７
日
、「
第　

回
松
前
城
下

１０

１５

楽
市
楽
座
」（
実
行
委
員
長　

工
藤

國
洋
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
楽
市
楽
座
は
、
本
町
地

区
松
城
商
店
街
で
行
わ
れ
、
快
晴

と
な
っ
た
当
日
に
は
町
内
外
か
ら

約
３
千
人
の
方
が
訪
れ
、
各
商
店

に
よ
る
出
店
や
、
大
衆
楽
々
会
な

ど
に
よ
る
歌
や
踊
り
の
披
露
、
松

前
シ
ー
ル
会
に
よ
る
豪
華
抽
選
会
、

歴
ま
ち
商
店
街
組
合
加
盟
店
に
よ

る
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
行
わ
れ
、
た

い
へ
ん
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。
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月　

日
、松
前
藩
屋
敷
で「
第

１０

２１

３
回
松
前
藩
屋
敷
秋
の
味
覚
と
マ

グ
ロ
ま
つ
り
」
が
松
前
観
光
協
会

の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
松
前
沖
で
と
れ
た
本

マ
グ
ロ
を
多
く
の
方
々
に
食
べ
て

い
た
だ
こ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。

　

当
日
は
、
マ
グ
ロ
の
切
り
身
の

即
売
会
や
来
場
者
の
目
の
前
で
マ

グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
年
恒
例
の
激
辛
マ
グ
ロ

丼
の
早
食
い
大
会
や
マ
グ
ロ
が
当

た
る
大
抽
選
会
な
ど
多
く
の
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
訪

れ
た
２
千
人
は
秋
の
一
日
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
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９
月　

日
、町
民
体
育
館
で『
平

２８

成　

年
度
長
寿
の
集
い
』
が
開
催

１９
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
社
会
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
長
寿
を
祝

福
し
よ
う
と
毎
年
開
催
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　
　

歳
以
上
の
お
年
寄
り　

名
が

７０

４５０

出
席
さ
れ
、
今
年
も
最
高
齢
出
席

者
は　

歳
の
甲
谷
保
藏
さ
ん
（
字

９５

原
口
）
で
し
た
。

　

式
典
で
は
、
前
田
町
長
か
ら
お

祝
い
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
余
興

で
は
町
内
各
保
育
所
の
園
児
た
ち

に
よ
る
踊
り
の
披
露
の
後
、
参
加

者
と
「
き
よ
し
の
ソ
ー
ラ
ン
節
」

を
一
緒
に
な
っ
て
踊
っ
た
り
、
小

川
英
貴
さ
ん
（
字
大
沢
）
に
よ
る

津
軽
三
味
線
演
奏
な
ど
、
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
式
典
終
了
後
の
お
楽
し

み
会
で
は
、
各
老
人
ク
ラ
ブ
の
代

表
な
ど
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
や
舞
踊

な
ど
が
次
々
と
披
露
さ
れ
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。 �
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今年も最高齢参加者となった
甲谷保藏さん

　
　

月　

日
、
特
別
養
護
老
人

１０

１２

ホ
ー
ム
「
松
前
南
殿
荘
」
に
お
い

て
松
前
南
殿
荘
開
設　

周
年
を
祝

２０

う
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

松
前
南
殿
荘
は
、
社
会
福
祉
法

人
松
前
福
祉
会
（
理
事
長　

木
村

満
里
子
）
が
昭
和　

年
４
月
１
日

６２

に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
し
て

開
設
、
そ
の
後
、
平
成
６
年
に
は

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
平
成

　

年
に
は
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

１２を
開
設
す
る
な
ど
町
内
の
老
人
福

祉
の
充
実
に
一
役
を
担
っ
て
き
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
入
居
者
の
方
々
が
見

守
る
な
か
行
わ
れ
、
木
村
理
事
長

の
あ
い
さ
つ
や
前
田
町
長
な
ど
か

ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
後
に
、
施

設
周
辺
整
備
や
各
種
慰
問
活
動
な

ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
功
績
が

あ
っ
た
方
々
な
ど
に
対
し
感
謝
状
、

永
年
勤
務
し
た
職
員
に
対
し
て
は

表
彰
の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
施
設
開
設
と
同
時
に
入

居
さ
れ
、
南
殿
荘
と
と
も
に
歩
ん

で
き
た
戸
澤
ハ
ナ
さ
ん
（　

歳
）

９６

に
南
殿
荘　

歳
の
お
祝
い
と
し
て

２０

表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
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月　

〜　

日
、
町
内
各
企
業

１０

１０

１１

に
お
い
て
松
前
高
校
２
年
生　

名
６９

が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
就
学
体

験
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
学
校
が
生
徒
達
に
体

験
学
習
を
通
し
て
、
社
会
に
出
る

と
い
う
こ
と
、
働
く
と
い
う
こ
と

を
考
え
て
も
ら
い
、
将
来
の
進
路

決
定
に
役
に
立
つ
よ
う
に
と
行
っ

た
も
の
で
す
。

　

生
徒
達
は
、
将
来
働
い
て
み
た

い
職
場
を
希
望
し
て
就
学
体
験
先

の
各
企
業
に
２
日
間
通
い
、
受
入

先
の
各
企
業
の
先
輩
方
に
仕
事
内

容
の
説
明
を
聞
い
た
り
、
実
際
に

作
業
す
る
な
ど
、
普
段
は
表
に
見

え
な
い
仕
事
内
容
や
仕
事
を
す
る

た
め
に
必
要
な
知
識
の
多
さ
な
ど

に
驚
き
な
が
ら
一
生
懸
命
に
学
ん

で
い
ま
し
た
。
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��
��
��
��
��
��
		



��
��



��

��
��
��
��
����
��
		



����



��

　
　

月
６
日
、
松
前
公
園
内
を

１０
コ
ー
ス
と
し
た
、
第
７
回
松
前
城

下
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

大
会
は
小
学
１
年
生
か
ら
中
学

３
年
生
、
一
般
の
参
加
者　

名
が

７５

参
加
し
て
行
わ
れ
、
松
城
小
学
校

を
ス
タ
ー
ト
し
た
選
手
た
ち
は
、

秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
松
前
公

園
内
を
一
生
懸
命
ゴ
ー
ル
目
指
し
、

か
け
ぬ
け
て
い
ま
し
た
。

（
紙
面
の
都
合
上
、
１
位
の
み
掲

載
。
敬
称
略
）

【
男
子
】

○
小
学
校
１
年
生
の
部

　

１
位　

大
橋　

敬
人（
松
城
小
）

○
小
学
校
２
年
生
の
部

　

１
位　

保
坂　

広
暉（
松
城
小
）

○
小
学
校
３
年
生
の
部

　

１
位　

民
谷　

祥
梧（
白
神
小
）

○
小
学
校
４
年
生
の
部

　

１
位　

阿
部　

陸
人（
松
城
小
）

○
小
学
校
５
年
生
の
部

　

１
位　

長
谷
川　

翔（
白
神
小
）

○
小
学
校
６
年
生
の
部

　

１
位　

天
内　

将
貴（
大
島
小
）

○
中
学
１
年
生
の
部

　

１
位　

齊
藤　

拓
郎（
大
島
中
）

○
中
学
２
年
生
の
部

　

１
位　

小
野
寺
太
助（
松
前
中
）

　

＝
大
会
新

○
中
学
３
年
生
の
部

　

１
位　

立
花　

陽
介（
大
島
中
）

○
一
般
の
部

　

１
位　

長
代　

明
海

（
海
上
自
衛
隊
）

【
女
子
】

○
小
学
校
１
年
生
の
部

　

１
位　

小
野
寺
結
香（
館
浜
小
）

　

＝
大
会
新

○
小
学
校
２
年
生
の
部

　

１
位　

酒
井　

京
香（
館
浜
小
）

○
小
学
校
３
年
生
の
部

　

１
位　

木
田　

美
優（
松
城
小
）

○
小
学
校
４
年
生
の
部

　

１
位　

斉
藤　

佑
奈（
松
城
小
）

○
小
学
校
５
年
生
の
部

　

１
位　

倉
持　
　

涼（
白
神
小
）

○
小
学
校
６
年
生
の
部

　

１
位　

扇
田　

碧
依（
大
島
小
）
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９日（金）午前・午後
２４日（土）午前

７日（水）午前・午後
１４日（水）午前・午後
２１日（水）午前・午後
２８日（水）午前・午後

５日（月）午後
１９日（月）午後

☆函館中央病院・重信
医師による診療です。

２４日（土）午前

☆市立函館病院・松村
医師による診療です。
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寒
く
な
り
ま
し
た
ね
。
畑
の
片
付
け
は
終
わ
ら
れ
ま
し
た
か
？　

私

の
畑
は
全
然
で
す
。
一
度
耕
運
機
で
起
こ
し
て
か
ら
冬
を
迎
え
た
い
ん

で
す
が
ね
ぇ
。

　

医
師
「
ハ
タ
ケ
さ
ん
、
血
圧
が
高
い
で
す
ね
。　

の　

で
す
。」　

ハ

１８０

１００

タ
ケ
「
ほ
ん
だ
か
。
そ
う
い
え
ば
高
い
っ
て
と
お
し
言
わ
れ
で
あ
っ
た

な
ぁ
。」　

医
師
「
そ
う
で
し
た
か
。
薬
飲
ん
だ
ほ
う
が
い
い
っ
て
言
わ

れ
た
こ
と
、
あ
り
ま
す
か
？
」　

ハ
タ
ケ
「
そ
う
だ
。
言
わ
れ
で
あ
っ
た
。

近
所
の
人
か
ら
『
一
度
飲
み
始
め
た
ら
一
生
飲
ま
ね
ば
な
ん
ね
』
っ
て

聞
い
た
は
ん
で
、
通
い
て
く
ね
く
て
飲
ま
ね
く
て
あ
っ
た
。」

　

薬
を
飲
む
の
っ
て
、
大
儀
で
す
よ
ね
。
ま
し
て
や
今
ま
で
薬
を
毎
日

飲
ん
だ
こ
と
が
な
い
方
に
と
っ
て
は
な
お
さ
ら
で
す
。
い
い
ほ
う
に
考

え
ま
し
ょ
う
。
血
圧
を
「
と
お
し
」（
ず
っ
と
、
い
つ
も
の
よ
う
な
意
）

下
げ
て
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
い
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
の
で
ネ
。

中
気
に
当
た
る
こ
と
（
脳
卒
中
）
の
予
防
と
か
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ

る
ん
で
す
よ
。
詳
し
く
は
先
月
号
を
。「
飲
み
始
め
た
ら
一
生
」
と
は
よ

く
い
う
こ
と
で
す
が
、
実
際
に
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
て
い
て
、
正
し
く
は

「
血
圧
を
ず
っ
と
下
げ
て
い
る
と
脳
卒
中
や
心
不
全
・
腎
不
全
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
病
気
の
予
防
に
役
立
つ
。
血
圧
の
薬
を
や
め
る
と
血
圧
が
ま

た
上
が
っ
て
元
の
木
阿
弥
に
な
る
こ
と
が
多
い
。」と
い
う
こ
と
な
ん
で

す
よ
。

　

血
圧
が
医
療
機
関
で
測
っ
て　

／　

を
超
え
る
こ
と
が
何
度
も
あ
っ

１４０

９０

た
人
や
、
家
で
測
っ
て　

／　

を
超
え
る
こ
と
が
何
度
も
あ
っ
た
人
は
、

１３５

８５

血
圧
の
治
療
が
必
要
で
す
！　

軽
い
方
は
薬
を
使
う
前
に
半
年
ほ
ど
い

ろ
い
ろ
や
っ
て
み
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
塩
分
を
減
ら
す
、

野
菜
や
果
物
を
た
く
さ
ん
食
べ
る
、
運
動
を
す
る
、
減
量
す
る
、
な
ど

な
ど
。
運
動
は
、
心
臓
が
少
し
ど
き
ど
き
す
る
ぐ
ら
い
の
を
週
３
回
、

１
回
に　

分
ほ
ど
が
い
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
毎
日
運
動

４０

す
る
の
は
も
っ
と
い
い
で
す
。
私
も
最
近
は
朝
近
所
を
３
、　

分
速
足

４０

で
歩
い
て
い
る
ん
で
す
よ
。
歩
く
と
い
ろ
ん
な
発
見
が
あ
っ
て
楽
し
い

で
す
ね
！

　

こ
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
み
て
も
血
圧
が
下
が
ら
な
い
場
合
は

血
圧
の
薬
を
飲
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
最
初
は
毎
朝
一
粒
か
ら
で
す
。

２
、
３
ヶ
月
飲
ん
で
み
て
う
ま
く
下
が
っ
て
く
れ
ば
そ
れ
を
続
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
し
、
下
が
っ
て
こ
な
け
れ
ば
も
う
一
種
類
加
え
る
か
、

薬
の
量
を
増
や
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
最
終
的
に
は
血
圧
の
薬
を
２
、

３
種
類
飲
む
こ
と
に
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
え
ー
？　

３
種
類
も
？

は
い
、
脳
卒
中
の
予
防
で
す
。
前
向
き
に
前
向
き
に
！

　

ど
れ
く
ら
い
下
が
れ
ば
い
い
ん
で
す
か
？　

先
月
も
書
き
ま
し
た
が
、

下
が
れ
ば
下
が
る
ほ
ど
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。　

／　

よ
り
は　

／

１３５

８５

１３０

　

が
よ
い
で
す
し
、　

／　

は
も
っ
と
よ
い
わ
け
で
す
。
じ
ゃ
あ
、「
先

８０

１２０

７０

生
、
ワ
シ
の
血
圧
、
家
で
測
る
と　

の　

し
か
な
く
て
ふ
ら
め
く
感
じ

９０

５０

が
す
る
ん
だ
ど
も
・・・
」と
い
う
場
合
は
？　

血
圧
が
低
め
で
か
つ
具
合

の
悪
い
方
は
是
非
ご
相
談
を
。（
低
く
て
も
な
ん
と
も
な
い
方
は
そ
れ

で
結
構
。
な
ん
と
も
な
い
範
囲
で
低
け
れ
ば
低
い
ほ
ど
い
い
ん
で
す
）

　

で
は
病
院
で
は
高
い
け
ど
、
家
で
は
高
く
な
い
、
と
い
う
方
は
ど
う

な
ん
で
し
ょ
う
？　

こ
れ
は
「
白
衣
高
血
圧
」
と
い
っ
て
、
緊
張
し
て

血
圧
が
上
が
る
ん
で
す
ナ
！　

こ
う
い
う
方
も
結
構
お
ら
れ
ま
す
か
ら
、

家
で
時
々
血
圧
を
測
っ
て
み
る
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

し
っ
か
り
し
た
血
圧
計
を
５
０
０
０
円
ち
ょ
い
で
買
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
是
非
！　

白
衣
高
血
圧
は
、
２
０
０
７
年
現
在
の
医
学
で
は
様
子

を
見
て
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
医
学
は
ど
ん
ど
ん
変
わ

っ
て
い
き
ま
す
か
ら
、
あ
と　

年
後
に
は
そ
の
よ
う
な
か
た
も
皆
血
圧

１０

の
薬
を
飲
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

　

血
圧
の
薬
、
朝
ご
飯
の
あ
と
じ
ゃ
な
き
ゃ
だ
め
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

別
に
朝
で
な
き
ゃ
な
ら
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
ご
飯
の
あ
と
じ

ゃ
な
き
ゃ
な
ら
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
慣
習
で
そ
う
な
っ
て

い
る
だ
け
で
す
。
１
日
の
う
ち
の
い
つ
飲
む
、
と
い
う
の
が
一
定
し
て

さ
え
い
れ
ば
よ
ろ
し
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
朝
起
き
抜
け
に
、
歯
磨
き

を
す
る
前
に
飲
ん
で
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

毎
日
を
前
向
き
に
、
良
い
ほ
う
に
考
え
て
過
ご
す
。
楽
し
い
こ
と
を

す
る
。
思
い
煩
わ
な
い
。
そ
れ
が
血
圧
に
も
健
康
全
般
に
も
大
切
な
こ

と
で
す
ネ
！　

で
は
ま
た
来
月
。

　

松
前
町
立
松
前
病
院　

院
長　

木　

村　

眞　

司
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�
�
�
�
を
民
間
事
業
者
に
委
託

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、「
競
争
の
導
入
に
よ
る

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
き
、
民
間
事
業
者

の
創
意
工
夫
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

し
て
収
納
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
社
会
保
険
庁
が
委
託

し
た
も
の
で
す
。

　

今
後
、
委
託
事
業
者
か
ら
「
電

話
」
や
「
自
宅
へ
の
訪
問
」
に
よ

る
納
付
等
の
ご
案
内
が
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
委
託
を
受
け
た
者
は
、

国
家
公
務
員
と
同
様
の
守
秘
義
務

が
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
必
要
な
情

報
以
外
は
閲
覧
で
き
な
い
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
と
、
老
後
に
受
け

取
る
年
金
が
減
額
さ
れ
た
り
、
受

け
ら
れ
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、

万
一
の
時
の
、
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
に
つ
い
て
も
受
け

ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
年
金
保
険
料
の
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

〔
委
託
期
間
〕

　

平
成　

年　

月
１
日
〜

１９

１０

　
　
　
　
　

平
成　

年
９
月　

日

２２

３０

〔
委
託
事
業
者
〕

　
「
株
式
会
社　

ト
ラ
イ
ア
イ
」

�
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�
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平
成　

年
分
の
社
会
保
険
料

１９

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
が　

月
又
は
翌
年
２
月
に
送
付

１１

さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
所
得
税
の
年
末
調
整

又
は
確
定
申
告
に
添
付
す
る
も
の

で
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

※
送
付
時
期

��
�
�
�
�

��

　

平
成　

年
１
月
１
日
か
ら
平
成

１９

　

年　

月
１
日
ま
で
に
納
め
た
方

１９

１０

�
�
�
�
�
�
�
	

　

平
成　

年　

月
２
日
か
ら
平
成

１９

１０

　

年　

月　

日
ま
で
に
納
め
た
方

１９

１２

３１
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□
道
路
が
凍
っ
て�
�
�
�
�
�

□
歩
行
者
も�
�
�
�
�

□
吹
雪
や
雪
山
で�
�
�
�
�

�
�
�
�

・
車
か
ら
は
歩
行
者
が
見
え
て
い

ま
せ
ん
。
し
っ
か
り
安
全
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

・
路
面
が
非
常
に
す
べ
り
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。
足
元
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

・
車
は
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
く
、
す

ぐ
に
停
止
で
き
ま
せ
ん
。
車
が

止
ま
っ
た
こ
と
を
確
か
め
て
か

ら
道
路
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
	

・
道
路
わ
き
に
で
き
た
雪
山
で
遊

ぶ
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
雪
山
の
う
え
を
歩
く
の
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�

・
路
面
状
況
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
ゆ
る
い
下
り
坂
、
ゆ
る
い
カ
ー

ブ
は
ス
リ
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま

す
。
車
の
速
度
や
周
囲
の
状
況

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
車
間
距
離
を
十
分
と
り
ま
し
ょ

う
。

・
交
差
点
の
中
や
手
前
、
そ
の
付

近
は
と
て
も
滑
り
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

去
る
９
月　

日
、
国
道　

号
線

２２

２２８

沿
い
唐
津
駐
車
場
に
お
い
て
、
松

前
町
議
会
議
員
及
び
役
場
管
理
職

に
よ
り
、
ま
た
、　

月　

日
に
は
、

１０

１２

松
前
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
よ
り
、

交
通
安
全
街
頭
啓
発
が
行
な
わ
れ
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
チ
ラ
シ
等
を
配
り
、

安
全
運
転
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し

た
の
で
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。
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家
庭
か
ら
出
る
全
国
の
ご
み
の

量
は
年
間
５
千
万
ｔ
以
上
（
東
京

ド
ー
ム　

個
分
）
と
言
わ
れ
て
い

１４０

ま
す
。
こ
の
量
は
１
人
が
１
日
に

約
１
㎏
も
の
ご
み
を
出
し
て
い
る

計
算
に
な
り
ま
す
。
そ
の
ご
み
の

約　

％
を
占
め
る
の
が
レ
ジ
袋
、

６０
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
空
き
缶
、
ガ
ラ

ス
び
ん
な
ど
の
「
容
器
」
と
「
包

装
」
ご
み
で
す
。
こ
れ
ら
の
ご
み

を
減
ら
す
こ
と
が
、
私
た
ち
ひ
と

り
ひ
と
り
の
責
任
で
す
。

　

ま
ず
、
ご
み
と
な
る
容
器
包
装

を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
こ
と

が
一
番
大
切
で
す
。
そ
し
て
ご
み

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
容
器
包
装
は

き
ち
ん
と
分
別
し
て
出
す
こ
と
が
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
第
一
歩
と
な
り
ま

す
。
ご
み
を
で
き
る
だ
け
減
ら
し
、

ま
た
ご
み
を
資
源
に
生
ま
れ
変
わ

ら
せ
る
「
主
役
」
は
、
私
た
ち
で

す
。

　

ご
み
を
減
ら
す
に
は
、
ま
ず
私

た
ち
が
物
を
買
う
前
に
そ
れ
が
本

当
に
必
要
か
ど
う
か
考
え
る
こ
と

で
す
。
そ
し
て
い
ら
な
く
な
っ
た

物
を
ご
み
と
し
て
捨
て
る
の
で
な

く
、
再
利
用
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
れ
で
も
出
て
し
ま
っ
た
ご

み
は
分
別
し
て
捨
て
る
こ
と
で
、

も
う
一
度
資
源
と
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の

こ
と
を
ひ
と
り
ひ
と
り
が
実
践
す

る
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

も
う
定
着
し
て
き
た
方
法
で
す

が
、
み
な
さ
ん
は
実
践
し
て
い
ま

す
か
。
買
い
物
の
時
は
マ
イ
バ
ッ

ク
を
持
っ
て
行
き
、
レ
ジ
袋
と
過

剰
包
装
を
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
同
じ
お
菓
子
で
も
、
一

つ
一
つ
袋
に
小
分
け
さ
れ
て
い
る

も
の
よ
り
、
ま
と
め
て
包
装
さ
れ

て
い
る
も
の
の
方
が
あ
と
か
ら
出

る
包
装
ご
み
が
少
な
く
て
す
み
ま

す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
と
い
っ
て
も
、
リ

サ
イ
ク
ル
し
や
す
い
も
の
と
し
に

く
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
同
じ
商
品
で
も
、
ワ

ン
ウ
エ
イ
び
ん
に
入
っ
た
商
品
と

紙
パ
ッ
ク
に
入
っ
た
商
品
な
ら
紙

パ
ッ
ク
の
方
を
選
ぶ
方
が
環
境
に

や
さ
し
い
と
い
え
ま
す
。

 

　

松
前
町
町
内
会
連
合
会
で
は
、

本
年　

月
ま
で
の
毎
月　

日
に
町

１１

２９

内
一
斉
ダ
ン
ボ
ー
ル
回
収
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
町
の
回
収

と
は
違
い
、
ご
み
処
理
券
を
貼
ら

ず
に
出
せ
る
こ
と
か
ら
、
ひ
と
り

で
も
多
く
の
町
民
が
ダ
ン
ボ
ー
ル

を
出
し
て
、
み
ん
な
で
ご
み
の
減

量
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
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私
た
ち
は
、
よ
り
快
適
に
生
活
す
る
た
め
に
、
大
量
に
も
の
を
つ

く
り
、
消
費
し
、
い
ら
な
く
な
っ
た
ら
捨
て
る
と
い
う
こ
と
を
当
た

り
前
の
よ
う
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ふ
だ
ん
何
気
な
く
捨
て
て
い
る

ご
み
の
問
題
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
問
題
で
す
。
例
え
ば
有

害
物
質
を
含
ん
だ
ご
み
が
そ
の
ま
ま
捨
て
ら
れ
る
と
、
環
境
を
破
壊

す
る
ば
か
り
で
な
く
私
た
ち
の
健
康
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
ご
み
は
燃
や
さ
れ
た
り
埋
め
立
て
ら
れ
た
り
し
て
い

ま
す
が
、
埋
め
立
て
地
も
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

私
た
ち
が
普
段
使
っ
て
い
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
が
、
海
外
か
ら
の
輸

入
に
頼
っ
て
お
り
、
ご
み
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
資
源
と
し
て
大
切

に
使
う
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
問
題
と
し
て
こ
の
よ
う
な
大
量
消
費
・
大

量
廃
棄
の
社
会
を
見
直
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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防
災
行
政
無
線
受
信
機
の
電
源

ラ
ン
プ
は
普
段
緑
色
に
点
灯
し
て

お
り
ま
す
が
、
乾
電
池
で
作
動
し

て
い
る
と
き
は
赤
色
に
点
灯
し
ま

す
。
電
池
が
消
耗
し
て
く
る
と
赤

色
の
点
滅
を
し
、
災
害
な
ど
の
緊

急
時
に
正
常
に
受
信
で
き
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う

に
常
日
頃
か
ら
電
源
ラ
ン
プ
を
確

認
し
て
、
赤
色
の
点
滅
の
場
合
は
、

乾
電
池
（
単
２
乾
電
池
４
個
）
を

す
ぐ
に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

（
で
き
れ
ば
年
１
回
定
期
的
に
交

換
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

な
お
、
乾
電
池
を
交
換
し
て
も

赤
色
に
点
滅
す
る
と
き
は
、
受
信

機
の
故
障
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

役
場
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ
（�

　

－

２
２
７
５
）
に
ご
連
絡
く
だ

４２さ
い
。 

　

財
務
省
主
催
に
よ
り
ま
す
、
平

成　

年
度
「
財
務
行
政
懇
話
会
」

１９
を
次
の
と
お
り
松
前
町
で
開
催
い

た
し
ま
す
。

�
�
�
�
�

　
　

月　

日
（
火
）

１１

２０

　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

�
�
�

　

町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

　

３
階
大
会
議
室

�
�
�
�
�
�

　

演
題
〜
「
わ
が
国
の
財
政
の
現

状
と
課
題
」、「
金
融
犯
罪
被
害

に
あ
わ
な
い
た
め
に
」

　

講
師
〜
財
務
省
函
館
財
務
事
務

所
長　

江
良
保
昭　

氏

※
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
財
務
省
函
館
財
務
事
務

所
総
務
課
（�
０
１
３
８－

　
２３

－

８
４
４
５
）
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

 

　

松
前
調
停
協
会
（
会
長　

松
尾

佳
清
）
で
は
、
次
の
と
お
り
無
料

調
停
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
に
は
、
松
前
調
停
協
会
所

属
の
民
事
・
家
事
調
停
委
員
が
あ

た
り
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
の

で
直
接
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　

相
談
者
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
こ
の
機
会
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

�
��
�
　

　
　

月　

日
（
木
）

１１

１５

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

�
��
�
　

　

福
島
町
字
三
岳　

番
地
の
３

３２

　

福
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�

　

松
前
町
・
福
島
町
地
域
住
民

�
�
�
�
�

　

土
地
・
建
物
、
金
銭
貸
借
、
交

通
事
故
、
夫
婦
・
親
子
間
の
問

題
等
に
つ
い
て
の
紛
争

�
�
�
�
�
�
�
	

　

松
前
調
停
協
会
（
松
前
簡
易
裁

判
所
内　
�
　

－

２
１
２
２
）

４２
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「
松
前
古
老
百
話　

白
神
」は

昭
和　

年
１
月　

日
に
当
時
の

４６

２１

松
城
小
学
校
浅
利
政
利
先
生
と

松
前
高
等
学
校
依
田
亀
悦
先
生

（
故
人
）
が
、
松
前
地
方
往
時

の
白
神
の
ニ
シ
ン
漁
業
な
ど
の

様
子
に
つ
い
て
古
老
か
ら
聴
き

取
り
を
し
て
謄
写
版
印
刷
で
作

成
し
た
も
の
で
す
。

　

当
時
、
古
老
の
一
人
で
あ
っ

た
沼
山
由
太
郎
さ
ん
の
ご
子
息

で
沼
山
由
夫
さ
ん
が
所
蔵
し
て

い
た
冊
子
が
痛
み
の
激
し
い
こ

と
か
ら
何
と
か
掲
載
さ
れ
て
い

る
内
容
を
残
し
て
現
在
の
方
々

に
も
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
願
い
か
ら
、
実
行
委
員
会

を
立
ち
上
げ
て
復
刻
作
業
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

冊
子
の
主
な
内
容
は
、「
明
治

時
代
の
漁
業
の
様
子
」
や
「
作

家
伊
藤
整
の
父
親
」、「
地
名
の

移
り
変
わ
り
」、「
白
神
要
塞
建

築
」、「
天
候
と
漁
獲
の
関
係
」、

「
白
神
小
学
校
の
教
育
」、「
戊

辰
戦
争
時
の
出
来
事
」、「
白
神

の
文
化
財
」
な
ど
で
す
。

　

こ
の
冊
子
は
白
神
地
区
の
み

な
ら
ず
松
前
町
の
歴
史
や
文
化

を
知
る
上
で
の
大
変
貴
重
な
資

料
と
な
る
も
の
で
す
。
せ
っ
か

く
の
機
会
で
す
の
で
希
望
さ
れ

る
方
々
に
無
償
で
差
し
上
げ
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
希
望
さ
れ

る
方
は
白
神
小
学
校
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
冊
子
の
数
が
限
ら
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
な
く
な
り

次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
そ
の
旨
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	

　

白
神
小
学
校
教
頭
ま
で

（�
　

－

２
０
０
２
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

４３
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０
０
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）
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広報まつまえ 平成１９年１１月号��

�
�
�
�
�

　

日
本
国
籍
を
有
す
る　

歳
未
満

１７

の
男
子
で
中
学
卒
業
者
（
卒
業
予

定
者
含
む
。）

�
�
�
�
�

　

平
成　

年　

月
１
日
（
木
）

１９

１１

　

〜
平
成　

年
１
月
８
日
（
火
）

２０

�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年
１
月　

日
（
土
）

２０

１２

�
�
�
�
�

　

木
古
内
町
産
業
会
館

※
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
松
前
地
域

事
務
所
（�
　

－

３
７
７
４
）
又

４２

は
、
役
場
生
活
環
境
課
生
活
環
境

グ
ル
ー
プ
（�
　

－

２
２
７
５
）

４２

へ
連
絡
願
い
ま
す
。

�
��
�

　

平
成　

年　

月
７
日
（
水
）

１９

１１

　

午
前　

時　

分
〜
正
午

１０

３０

�
��
��

　

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

�
��
�

　

土
づ
く
り
・
肥
料
の
使
い
方
の

　

基
本
、
農
薬
の
使
い
方
の
基
本

�
�
�
�
　

無
料

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

今
年
度
２
回
目
の
「
特
設
人
権

困
り
ご
と
・
心
配
ご
と
相
談
所
」

を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

　

秘
密
は
確
実
に
守
ら
れ
、
相
談

料
は
無
料
で
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�

　
　

月
４
日
（
火
）

１２

　

午
後
１
時
〜
４
時

�
�
�
　

町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�
�

　

児
童
・
生
徒
の
い
じ
め
、
体
罰
、

家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ
、
借
地
借
家
、

不
動
産
、
登
記
等
身
近
な
法
律
問

題
や
人
権
問
題
な
ど

�
�
�
�

○
人
権
擁
護
委
員

・
木
村
清
韶
さ
ん
（
字
松
城
）

　
　
　
　
　
　
�
　

－

２
２
０
９

４２

・
田
島
順
子
さ
ん
（
字
白
神
）

　
　
　
　
　
　
�
　

－

２
９
６
０

４２

・
平
石
浩
道
さ
ん
（
字
江
良
）

　
　
　
　
　
　
�
　

－

２
０
１
５

４５

]
　

警
察
で
は
、
特
に
重
大
・
凶
悪

な
犯
罪
を
行
な
っ
た
被
疑
者
を
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
し
、　

月
に
全
国
警

１１

察
の
総
力
を
挙
げ
て
追
跡
捜
査
を

行
な
う
こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
被
疑

者
の
早
期
検
挙
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
町
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
が
ぜ
ひ
と
も
必
要

で
す
。

　

逃
走
中
の
オ
ウ
ム
真
理
教
関
連

の
被
疑
者
を
含
め
、
指
名
手
配
被

疑
者
に
関
す
る
情
報
は
、
ど
ん
な

些
細
な
こ
と
で
も
警
察
に
通
報
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

松
前
警
察
署（�
　

－

３
１
１
０
）

４２

�
�
�
�
�
��
	


�
��

▽
松
前
病
院
内
科
医
長
・�
�
�

� 

　

水
産
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
の
し
イ
カ
や
松

前
漬
用
の
昆
布
・
ス
ル
メ
の
裁
断
、

真
空
包
装
な
ど
が
簡
単
に
出
来
る

施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、　

月
か
ら
１
月
に
か
け
て

１０

使
用
す
る
方
が
大
変
多
い
時
期
と

な
り
ま
す
。
他
の
方
が
使
用
し
て

い
た
り
、
加
工
の
業
務
が
入
っ
て

い
る
場
合
な
ど
は
使
用
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
電
話
等

で
事
前
に
使
用
で
き
る
か
ど
う
か

の
確
認
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
使
用
の
際
は
、
次
の
点

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

１　

使
用
者
の
住
所
、
氏
名

　

２　

使
用
す
る
作
業
の
内
容

　

３　

使
用
し
た
い
日
時

　

４　

持
込
む
ス
ル
メ
等
の
量

�
�
�
�

　

夏
季
（
５
月
〜　

月
）

１０

　
　

１
時
間
あ
た
り
６
３
０
円

　

冬
季
（　

月
〜
４
月
）

１１

　
　

１
時
間
あ
た
り
７
３
０
円

�
�
�
�

　

水
産
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　

字
弁
天
（
松
前
港
湾
内
）

�
　

－

４
３
３
１

４２

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
��
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
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��広報まつまえ 平成１９年１１月号
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�
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�
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�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
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�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

　

町
で
は
、
次
の
町
有
財
産
を
一

般
競
争
入
札
に
よ
り
売
り
払
い
し

ま
す
。

�
��
�

�
�
�
�
�
�

・
所
在　

字
博
多　

番　
１７４

２４

・
地
目　

雑
種
地

・
地
積　
　

・　

㎡
（　

・　

坪
）

４１９

５０

１２６

８９

・
予
定
価
格　

５
百　

万
５
千　

１２

５０

円

�
�
�
�
�
�

・
所
在　

字
博
多　

番　
１７４

２５

・
地
目　

雑
種
地

・
地
積　
　

・　

㎡
（　

・　

坪
）

３８９

５６

１１７

８４

・
予
定
価
格　

５
百
７
万
９
千
７

百　

円
３２

�
�
�
�
�
�

・
所
在　

字
博
多　

番　
１７４

２６

・
地
目　

雑
種
地

・
地
積　
　

・　

㎡
（　

・　

坪
）

３８９

５６

１１７

８４

・
予
定
価
格　

５
百　

万
３
千
４

３３

百　

円
１２

�
�
�
�
�
�

・
所
在　

字
博
多　

番　
１７４

２７

・
地
目　

雑
種
地

・
地
積　
　

・　

㎡
（　

・　

坪
）

３４７

７０

１０５

１７

・
予
定
価
格　

４
百　

万
３
千
７

８０

百　

円
５０

�
�
�
�
�
�

・
所
在　

字
博
多　

番　
１７４

２９

・
地
目　

雑
種
地

・
地
積　
　

・　

㎡
（　

・　

坪
）

３７８

７２

１１４

５６

・
予
定
価
格　

５
百
５
万
４
千
７

百　

円
８４

�
�
�
�
�

　

建
物
の
建
設
用
地
と
し
て

�
�
�
�
�

　

平
成　

年　

月　

日
（
水
）

１９

１１

２８

　

午
前　

時　

役
場　
　
　

１０

�
�
�
�
�
�
�
	

　

松
前
町
内
及
び
町
外
の
個
人
又

は
法
人
（
法
人
の
代
表
者
を
含

む
。）で
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
者

な
ど
制
限
が
あ
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

入
札
希
望
者
は
、
入
札
参
加
申

込
書
に
よ

り　

月
１

１１
日（
木
）〜

　

日（
木
）

１５ま
で
に
、

役
場
総
務

課
管
財
グ

ル
ー
プ
ま

で
提
出
願

い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	

　

入
札
保
証
金
等
入
札
に
関
す
る

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
総
務
課
管

財
グ
ル
ー
プ（�
　

－

２
２
７
５
）

４２

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

����������
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渡
島
半
島
南
西
部
、
桧
山
南
部

を
あ
わ
せ
た
９
町
が
連
携
を
し
、

広
域
観
光
の
振
興
に
よ
る
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
「
９
町
広
域
連
携
に
よ
る

観
光
地
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が

松
前
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
皆
様
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�

　

平
成　

年　

月
９
日
（
金
）

１９

１１

　

午
後
３
時
か
ら
午
後
７
時　

分
３０

　

ま
で

�
�
�
�
�

　

松
前
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�
�

①
基
調
講
演

　
（
午
後
３
時
〜
５
時　

分
）

１０

　
『
広
域
連
携
に
よ
る
観
光
地
づ

く
り
と
人
脈
』

　
『「
み
ち
」
か
ら
は
じ
ま
る
地
域

自
立
』

②
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

　
（
午
後
５
時　

分
〜
６
時　

分
）

１５

１５

　

９
町
観
光
協
会
会
長
に
よ
る

ト
ー
ク
バ
ト
ル

③
交
流
会

　
（
６
時　

分
〜
７
時　

分
）

３０

３０

�
�
�
�
　

４
千
円

�
�
�
　

松
前
・
上
ノ
国
・
江
差

３
町
広
域
観
光
推
進
協
議
会
「
北

海
道
歴
史
倶
楽
部
」

�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
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広報まつまえ 平成１９年１１月号��

　
　

月　

日
か
ら
『
少
子
・
高
齢

１１

１１

社
会
と
税
』を
テ
ー
マ
と
し
て『
税

を
考
え
る
週
間
』
が
始
ま
り
ま
す
。

　

函
館
税
務
署
で
も
同
週
間
に
ち

な
ん
で
、
日
頃
税
に
な
じ
み
の
な

い
主
婦
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、児
童
・

生
徒
の
皆
さ
ん
に
税
の
し
く
み
や

役
割
な
ど
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と

『
タ
ッ
ク
ス
フ
ェ
ア　

』
が
開
催

２００７

さ
れ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	�
����

　

期
間　
　

月
７
日
（
水
）

１１

　
　
　
　

〜　

月　

日
（
月
）

１１

１２

　

場
所　

丸
井
今
井
デ
パ
ー
ト

　
　
　
　
　
　

７
階
催
事
場

〈
主
な
催
し
〉

・
税
の
無
料
相
談

・
小
中
学
生
に
よ
る
税
の
書
道
展

・
偽
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
展
示

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
体
験

　

コ
ー
ナ
ー

※
詳
し
く
は
、
タ
ッ
ク
ス
フ
ェ
ア

実
行
委
員
会
事
務
局
（
函
館
青
色

申
告
会
内�
０
１
３
８－

　

－

３

５５

２
７
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�������	
��
����������

�������	
��

　障がいのある方及びその家族を対象として障がい全般
についての相談窓口を開設します。
　日程は次のとおりですので、身体障がい・知的障がい・
精神障がい種別にかかわらず、お気軽にご相談下さい。

�������	
�

　役場保健福祉課福祉グループ　�４２－２２７５

�������	
��
����������

�������	
��
��������������

�������	
��
���


��������������

パートナーシップランド「いさりび」
１０：３０～１２：００

１１月１６日
（金）

小島地区基幹集落センター

ふれあい交流センター
１３：３０～１５：００

荒谷寿の家

時　間月　日場　　　所地区

１０：００～

１３：００

１１月２８日�上川生活改善センター上 川

１１月２８日�漁 民 セ ン タ ー
建 石

弁 天

１１月２８日�館浜生活改善センター館 浜

１１月２７日�札前生活改善センター札 前

１１月２６日�静 浦 老 人 憩 の 家静 浦

１１月２６日�茂 草 町 内 会 館茂 草

１１月２８日�清部生活改善センター清 部

１１月２６日�パートナーシップランド
　　　　　　『いさりび』江 良

１１月２７日�

１１月２７日�原 口 老 人 憩 の 家原 口

�����������	
����

�������	
��
�

贈　答　品　予　約　受　付　中
新巻鮭　紅鮭　山漬け鮭　塩辛　するめ塩辛　いか生干し　紅鮭飯ずし　ほっけ飯ずし
松前漬け（本造り、白造り）　かにじゃぶ（数限定）　たこしゃぶ　「糠ホッケ　魚の花ちゃん」

「酢いか　夫婦桜（道加工食品フェア奨励賞」　　各種 昆布　珍味

あさみ商店字松城13－2（沖の口公園東側）42－3500

�
��
�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
　
　

月　

日
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〜　
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１１
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町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

　

町
で
は
、
日
中
お
仕
事
な
ど
で

税
金
の
納
付
や
納
税
相
談
等
が
で

き
な
い
方
の
た
め
に
集
合
主
税
の

夜
間
収
納
所
・
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
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役
場
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大
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小
島
支
所
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◇
金
一
封

○
高
山　

栄
子　

様
（
字
大
沢
）
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◇
金
一
封

○
西
川　

朋
子　

様
（
字
大
沢
）

○
上
原　
　

浩　

様
（
字
白
神
）

○
佐
々
木
正
志　

様
（
札
幌
市
）
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『戸籍の窓口』は、届け出の際、掲載
の承諾を得た方のみ紹介しています。
　また、敬称は略させていただきます。
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（　）内は前月との比較増減 
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■
発
行
・
松
前
町
　
■
編
集
・
総
務
課
政
策
推
進
グ
ル
ー
プ
　
■
印
刷
・
㈲
三
和
印
刷
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松
前
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
h
ttp
://w

w
w
.e
-m
a
ts
u
m
a
e
.c
o
m

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	

字清部　山下 千  里  花 （ 亮 ）
せ り か

字弁天　伊川　 羅  衣 （ 錬 ）
ら い

�����

�����
字江良　伊 　武樹（６６）

字江良　岡田フミヱ（６０）

字江良　�村　恭介（１２）

字赤神　長谷川松五郎（７１）

字札前　左澤　　昭（５８）

字札前　 川　末子（４７）

字建石　 川　ゆき（８４）

字建石　村上ヨシヱ（８２）

字弁天　伊達　ミツ（９３）

字弁天　山本　昭八（７４）

字福山　 田　一男（４１）

字大沢　高山　　進（７３）

字白神　相馬仁三郎（８１）

字白神　鳴海　キヨ（８５）
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�役 ：役場
�病 ：町立松前病院
�総 ：町民総合センター
�町体 ：町民体育館
いさりび：パートナーシップランド『いさりび』
�集 ：小島地区基幹集落センター

�健 ：健康センター
�温泉 ：温泉休養センター
�球 ：町民野球場
パーク：ふれあい公園パークゴルフ場
�コミ ：建石コミュニティセンター
�改 ：生活改善センター

�憩 ：老人憩の家
�寿 ：寿の家
�福 ：月島福祉の家
ふれあい：ふれあい交流センター
�会館 ：町内会館
�社協 ：社会福祉協議会
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栄養相談（１０：００～１４：００ �健 ）
定期健康相談（１０：００～１４：００ �健 ）旅行相談窓口開設（１３：００～１４：００ �役 ）�� ���

�� ���
������（９：００～１６：００ �総 ）
�����（１０：００～ �総 ）
童話の日（大型絵本外）（１４：００～１５：３０ �総 ）

�� ���

������（９：００～１５：００ �総 ）
スタンド営業：太平洋石油�� ���

整形外科・脊椎疾患専門外来（１３：３０～１５：００ �病 ）�� ���

書道講座（１８：３０～２０：３０ �総 ）�� ���

眼科診療（８：３０～１５：００ �病 ）�� ���
定期健康相談
（１０：００～１４：００ �健 　１２：３０～１３：３０ 茂草�会館 ）旅行相談窓口開設（１３：００～１４：００ �役 ）�� ���
幼児フッ素塗布
（９：３０～１０：１０、１３：００～１３：４０ �総 ）
耳鼻咽喉科診療（８：３０～１５：００ �病 ）

�� ���

��� ���

スタンド営業：前側石油��� ���

��� ���

股関節脱臼検査（１３：００～１３：３０ �病 ）書道講座（１８：３０～２０：３０ �総 ）��� ���

眼科診療（８：３０～１５：００ �病 ）��� ���

定期健康相談（１０：００～１４：００ �健 ）旅行相談窓口開設（１３：００～１４：００ �役 ）��� ���

��� ���
������（１３：３０～ �町体 ）
童話の日（絵本の読み聞かせ）（１４：００～１４：３０ �総 ）��� ���

スタンド営業：川菱商会��� ���

整形外科・脊椎疾患専門外来（１３：３０～１５：００ �病 ）��� ���

リハビリ教室（１３：３０～１５：３０ �総 ）書道講座（１８：３０～２０：３０ �総 ）��� ���
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眼科診療（８：３０～１５：００ �病 ）

運転免許更新時講習会（�総 ）
　違反講習１０：００～・優良講習１３：００～
　一般講習１３：４５～・初回講習１５：００～
古文書講座（１９：００～２０：３０ �総 ）
心配ごと相談所開設（１３：００～１６：００ �社協 ）

��� ���

定期健康相談（１０：００～１４：００ �健 ）
旅行相談窓口開設（１３：００～１４：００ �役 ）��� ���
�������	
�	����� ���

町立病院診療日〈平日診療科目のほか、内科（循
環器・予約制）・耳鼻咽喉科診療〉（８：３０～１１：００）��� ���

スタンド営業：太平洋石油��� ���

��� ���

��� ���
乳児健診（１２：３０～１３：１５ �健 ）
眼科診療（８：３０～１５：００ �病 ）

年金相談（９：００～１５：００ �役 ）
出稼ぎ就職相談会（１０：００～１４：００ �総 ）��� ���

育児教室【すくすく教室】（１０：００～１１：３０ �健 ）
定期健康相談（１０：００～１４：００ �健 ）旅行相談窓口開設（１３：００～１４：００ �役 ）��� ���

��� ���

��� �����	
������������	
���� �����	
������������	
�
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童話の日（絵本の読み聞かせ）（１４：００～１４：３０ �総 ）�� ���

スタンド営業：前側石油�� ���

�� ���
特設人権困りごと・心配ごと相談所開設
（１３：００～１６：００ �総 ）�� ���

���


